






要旨:川崎病における免疫グロプリン療法の機序を解明するために、各種のヒト免疫グロ

プリン製剤中の免疫関連物質を測定した。免疫関連物質としては可溶性膜抗原として

soluble(s)   CD2,  CD4,CD8, CD23, lntercellular adhesion molecule 1 (ICAM-1), tumor

necrosis factor receptor (TNF-R)および免疫調節性サイトカインとして transforming

growth factor beta (TGF-β)をとりあげた。これらの免疫関連物質のなかで sCD4 および

sCD8 が一部の免疫グロプリン製剤中に検出されただけであった。免疫グロプリン療法の

作用機序は製剤中に混入しているこれらの免疫関連物質ではないと思われた。


